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研究成果の概要（和文）： 

2011 年度から 2012 年度における若手研究 Bにおいて、第 1の研究では、①米国における青少

年とその家族における社会関係資本と心理的なウェルビーング、②多様性のある社会関係資本

の役割、心理的ウェルビーングについて、第 2の研究では、①多文化の視点からみた自己批判

とうつ傾向、②多様性のある自己批判とうつ傾向の役割について、第 3の研究では、①大学生

における心配や不安感に関する因子構造ついて検証した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

According to Grant-Young Scientist B’s 2011-2012 research, the first core study examined 

the impact of social capital and individual/family characteristics on the psychological 

well-being of 12- to 17-year-old adolescents in the United States. The second main study 

was aimed at testing the cross-cultural predictions of the associations between 

self-criticism and depression. The third major study identified a comprehensive 

conceptualization of the structure of worry and its effect on social anxiety. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

世界的な経済危機やそれにともなった社会

不安、不平等、格差の背景から、うつ傾向の

ある人や精神障害を患っている人は、自殺傾

向や自殺死亡のリスクが高い。こうした事実

から考えると、個人の性格的特徴、仕事や対

人関係などの社会文化背景、そして過労など

によるストレスが現代社会の人々に過剰に

かかっているのではないかと考察した。 

 

２．研究の目的 

 

世界的な経済危機や、それに伴った不安、不

平等、格差などを少しでも改善するため、

2011 年度から 2012 年度における若手研究 B

では、主に 3 つの主要研究の調査目的をここ

に説明する。 

 

第 1の主要研究では、①米国における 12 歳

から 17 歳の青少年とその家族における社会

関係資本と心理的なウェルビーングに関す

る経緯と現状、②問題の概要を紹介し、③多

様性のある社会関係資本の役割、それにとも

なう心理的ウェルビーングについて検証す

ることを目的とした。 

 

第 2 の主要研究では、①多文化の視点から

みた自己批判とうつ傾向に関する経緯と現

状、②問題の概要を紹介し、③多様性のある

自己批判とうつ傾向の役割について述べる

ことを目的とした。 

 

第 3 の主要研究では、大学生における心配

や不安感に関する因子構造について述べる

ことを目的とする。本稿は、660 人の日米の

大学生にサンプルを取り、構造モデルを検証

した。 

 

２． 研究の方法 

 

【研究方法】 

3つの主要研究の目的を達成するために、 

（１） 過去の研究結果や理論研究をレビュ

ーし、特に新しい考え方である慈悲心

について詳しく調べ、定義づけるよう

努めた。人の心の状態を推定する理論

モデルを独自に提案した。 

 

（２） 質問紙調査を行い定量調査における

情報を収集し、パス解析や共分散構造

分析を使って理論モデルを解明し、人

の心の状態を推定する理論モデルを

解明しようとした。 

 

（３） 社会関係資本因子構造、心理的ウェル

ビーング因子構造、心配、不安因子構

造や因果関係をパスモデルで検証し

た。 

 

3つの主要研究の研究方法を具体的にここに

説明する。 

第1の主要研究では、社会的なつながりから構

成される社会関係資本がアメリカにおける青

少年とその家族の心理的なウェルビーングに

対してどのような影響をあたえているのかに

ついて、National Survey of America’s 

Families (NSAF)という国勢調査を使用して

分析し検証した。 

 

第 2の主要研究では、文化的自己観という

ものを使い、日米の大学生の自己批判行動が

うつ傾向にどのように影響しているのかを、

日米の大学生にサンプルを取り、分析、検証

した。 

 



 

 

第 3の主要研究では、660 人の日米の大学生

にサンプルを取り、構造モデルを検証した。

探索的因子分析を行った結果、日本の男子学

生だけが、ユニークな因子構造を示した。 

 

【学問的な貢献】 

①理論的な定義、学問とする方法論の研究： 

心理学関連分野（健康心理学、ポジティブ心

理学、ヘルスコミュニケーション、異文化コ

ミュニケーション、文化心理学など）や医学

の分野でいわれている慈悲心や心の豊かさ 

や自殺傾向、あるいはうつ傾向について調査

し、それらをもとに心の豊かさや自殺傾向、

あるいはうつ傾向を定義した。また、心の豊

かさや自殺傾向あるいはうつ傾向に影響する

内的要因と外的要因を整理し、それらの計測 

方法について検討するとともに、研究の体系

案を作成した。 

 

②人の心の状態を推定する理論モデルを独自

に構築：様々な状況下に置かれた時の人の心

の動き、慈悲心などの理論をモデル化した。

いろいろな状況での感情や心の変化について

実際にアンケート等を用いて計測し、それら 

の情報を統計的に処理することでモデル化を

行った。 

 

③定量調査を行うにあたり質問紙調査票の作

成と調査におけるHuman Subjectsの許可取

得： 定量調査を行う前に、質問紙調査の作成、

ならびに米国の大学において調査を行う前に

倫理委員会の許可を得る手続きを踏んだ。 

米国の大学に申請する書類はすべて英語で行

われ、適切な日英訳を行い、書類を作成した。 

④定量調査のデータ収集と統計モデル作成：

倫理委員会の許可を得た段階で、定量調査の

データ収集と統計モデルを作成した。定量調

査で収集したデータはSPSSに入力し、基礎的

な統計解析を行った。 

 

４．研究成果 

 

2011年度から2012年度における若手研究Bで

は、主に3つの主要研究について、主な研究結

果、考察、発展をここに説明する。 

 

第 1の主要研究について、統計分析をした

結果、社会的なつながりから構成される社会

資本が彼らの心理的なウェルビーングに対

して正の関係を示した。したがって、本稿の

結論として、社会的なつながりから構成され

る社会関係資本が彼らの心理的なウェルビ

ーングにプラスの影響をあたえているとい

うことを指摘した。 

 

第2の主要研究について、統計解析の結果、

自立的自己観のレベルが高い米国の学生は、

比較的自分自身を批判する傾向があるため、

周りと常に自分を比べ批判し、最終的にはう

つ傾向が高くなるということが分かった。し

かしながら、他者依存的レベルの高い日本の

大学生は、自分自身を批判する傾向があり、

最終的にはうつ傾向が高くなるということが

分かった。したがって、本稿の結論として、

文化的自己観が自己批判傾向に影響があると

いうことを指摘した。 

 

第3の主要研究について、探索的因子分析を

行った結果、日本の男子学生だけが、ユニー

クな因子構造を示した。第1因子には私的な心

配や不安要因を示し、第2因子には公的な、社

会的な心配や不安要因を示した。日本人の男

子学生は女子の学生と違って、就職すること

に対して大変負荷がかかり、社会的プレッシ

ャーを感じる傾向にある。本稿の結論として、

日本人男子学生の心配・不安感に関してユニ



 

 

ークな因子構造を発見した。 
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